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変革の時代に求められる診療情報管理士の専門性 
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病院経営の厳しさが深刻化している。日本病院会、全日本病院協会、日本医療法人協会が 

実施した 2023年度の病院経営定期調査によると、病院の 53.4％が医業収支において赤字であ

る。近年は「増収減益」の傾向が続き、わが国の医療は病院経営の健全化が重要な課題となっ

ている。特に、労働時間の抑制や医療材料費の上昇などが病院経営を圧迫しており、多くの医

療機関がコスト削減や収益改善に取り組まざるを得ない状況にある。加えて、医師・看護師の

確保が困難となり、診療機能の縮小や閉院に追い込まれるケースも増えている。 

この状況下で、病院経営には医療の質を維持・向上しながら、持続可能な医療体制の確立が

求められている。医療現場では、正確な診療情報の収集・整理を通じて、患者に適切な診療ケ

アを提供してきた。病院経営においても、ピーター・ドラッカーの「測定できないものは改善

できない」という言葉のとおり、診療情報を活用し、現状を可視化・分析し、改善策を講じる

ことが重要である。診療情報の精度向上と適切な活用により、科学的根拠に基づく客観的な判

断が可能となり、質の高い医療の提供と持続可能な経営の実現につながる。診療情報は、医療

の質向上と経営の安定化に不可欠な資源である。 

一方、医療 DXの進展に伴い、AIやデータ解析技術の導入が進み、これらを適切に活用する

ことが求められている。多職種が連携し、診療情報の共有を基盤としたチーム医療も推進され

ている。そして、多施設間の情報共有が進む中、在宅医療や地域医療との連携強化、臨床研究

へのデータ活用の促進も急務となっている。 

診療情報の管理・活用を担う専門職の必要性が一層高まり、診療情報管理士は「医療の意思

決定を支える架け橋」としての役割を果たすことが期待されている。単なる記録管理者ではな

く、診療情報を積極的に活用することが求められている。「知識は力なり」—フランシス・ベ

ーコンのこの言葉のとおり、医療における課題を正しく理解し、診療情報を適切に活用するこ

とで、医療の未来をより良いものにできるだろう。診療情報管理士は、この変革を前向きに捉

え、情報の価値を最大限に活かしてほしい。そして、多職種と連携し、より良い患者中心の医

療の実現していくことを期待する。 
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